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次期大和市総合計画基本構想・基本計画骨子（案）に対する意見（案） 

１ 総 論 

○ 全国的に進展する少子高齢化に伴い、行政による公助の拡大を見込むことが容易ではな

いなかで、今後、支援を必要とする高齢の方などが増加していくことに対し、自助、共助

の重要性が高まっていくと考えられます。次期総合計画においては、自助、共助、公助が

それぞれの役割を果たすことを推進していく必要があると考えます。 

○ また、地域における福祉、防災、防犯、自治会活動の関連の深まりや、都市基盤整備や

都市生活における環境配慮の高まりなど、各分野の取り組みの関わり合いが密接になって

いる社会状況を踏まえ、次期総合計画においては、「人」「まち」「社会」の健康に関して、

横断的な連携を強化することが必要であると考えます。 

 

２ 将来都市像について 

○ 将来都市像を「健康都市 やまと」とすることについては、健康に対する市民の意識が

高まりを見せるなか、第８次総合計画のもとで創造を進めてきた「人」「まち」「社会」の

健康をさらに深めることを目指したものであり、適切と考えます。 

○ また、健康創造都市から健康都市へと、より成熟した姿を目指すにあたっては、市民、

地域、行政がこれまで以上に力を合わせ、都市の持続可能性を確保していくことが必要で

あると考えます。 

 

３ 計画の体系について 

○ ８つの基本目標と個別目標について、本市を取り巻く状況等を踏まえ、より適切な目標

となるよう、次のような体系とすることを検討してください。 

 【人の健康】 

   基本目標１ いつまでも元気でいられるまち 

    個別目標１－１ 健康寿命を延伸する 

    個別目標１－２ いつでも必要な医療が受けられる 

   基本目標２ 一人ひとりがささえの手を実感できるまち 

    個別目標２－１ 高齢の方や障がいのある方への支援を充実する 

    個別目標２－２ 助け合い、共に生きる福祉のしくみづくりを推進する 

   基本目標３ こどもがすくすく成長する産み育てやすいまち 

    個別目標３－１ 妊娠・出産・子育てを切れ目なく支援する 

    個別目標３－２ 働きながら子育てができるようにする 

   基本目標４ 未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち 

    個別目標４－１ こどもの広がりのある学びを育む 
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    個別目標４－２ こどもの豊かな心・健やかな体を育む 

 【まちの健康】 

   基本目標５ 安全で安心して暮らせるまち 

    個別目標５－１ 災害への対応力を高める 

    個別目標５－２ 暮らしの安全を守る 

    個別目標５－３ 航空機による被害を解消する 

   基本目標６ 環境にも人にも優しい快適な都市空間が整うまち 

    個別目標６－１ 環境を守り育てる 

    個別目標６－２ 快適な都市の基盤を充実する 

    個別目標６－３ 誰もが移動しやすい都市をつくる 

【社会の健康】 

   基本目標７ 豊かな心と感動が広がるまち 

    個別目標７－１ 読書と学びにいつでもふれあえる環境をつくる 

    個別目標７－２ 薫り高い文化芸術を創造・継承する 

    個別目標７－３ 地域のスポーツ活動を推進する 

   基本目標８ 市民の活力があふれるまち 

    個別目標８－１ 互いに認め合う社会をつくる 

    個別目標８－２ まちのにぎわいと地域経済の振興を図る 

    個別目標８－３ 地域活動・市民活動を活発にする 

 

４ 個別目標・その他について 

○ 個別目標の記述等に関し、次の意見を反映するよう検討してください。 

①基本目標１「いつまでも元気でいられるまち」 

  ◆個別目標１－１「健康寿命を延伸する」 

・健康寿命を延伸させることの意義や、言葉の定義等を市民にわかりやすく記載して

ください。 

◆個別目標１－２「いつでも必要な医療が受けられる」 

・市立病院が地域の基幹病院として担っている役割に鑑み、域内の他の診療機関との

連携を強化する内容を記載してください。 

 

②基本目標５「安全で安心して暮らせるまち」 

  ◆個別目標５－１「災害への対応力を高める」 

・避難行動要支援者名簿について、市と自治会との共有が完了したことを受け、次の

段階として、具体的な支援策の検討を進める内容を記載してください。 

・子どもの段階から防災に関する意識や知識を育むことは大変重要であるため、学校



3 

における防災教育について記載してください。 

 

③基本目標６「環境にも人にも優しい快適な都市空間が整うまち」 

  ◆個別目標６－１「環境を守り育てる」 

・地球規模の課題である温暖化対策について、基礎自治体として取り組む方向性を記

載してください。 

 

◆個別目標６－２「快適な都市の基盤を充実する」 

・指定期間満了を迎える生産緑地について、環境的な観点はもとより、街づくりなど

の様々な分野に関わる課題であるため、横断的に取り組む方向性を示してください。 

・現在、市北部において大規模な開発が実施、あるいは計画されているなかで、快適

な住環境や円滑な交通を確保するため、社会基盤の充実を検討していく内容を盛り

込んでください。 

 

④基本目標７「豊かな心と感動が広がるまち」 

  ◆個別目標７－２「薫り高い文化芸術を創造・継承する」 

・著名な作者による芸術作品の鑑賞だけでなく、様々な担い手による作品にも光を当

てるとともに、市民が主体となった活動を積極的に支援する内容としてください。 

・文化創造拠点シリウスを活用し、次代を担う若い世代が気軽に文化芸術に親しむこ

とができる方向性を記載してください。 

 

⑤健康な行政経営 

◆人、まち、社会の取り組みの連携を実行する行政の態勢について、従前の組織体系の

垣根を越えて横断的に協力しながら効果的に職務を遂行できる方向性を記載してく

ださい。 

◆行政内部の管理的な業務に関しては、表現が専門的になりやすい傾向も見られるため、

極力わかりやすい表現を用いるよう努めてください。 

◆近年、労働力人口の減少や、過剰な時間外労働が全国的に問題となるなか、職員の働

き方を見直す内容を盛り込んでください。 


